
立
命
館
経
済
学
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第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

一
八
四
（
八
八
○
）

政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ

い
て

北

野
　
　
正

問
　
題

　
資
本
主
義
経
済
に
お
げ
る
景
気
循
環
は
、
競
争
的
な
段
階
か
ら
寡
占
・
独
占
と
い
わ
れ
る
段
階
へ
転
換
す
る
に
と
も
な
っ
て
・
次

の
三
点
に
関
し
て
重
要
な
変
容
を
遂
げ
る
。
第
一
に
、
独
占
段
階
に
お
い
て
は
、
独
占
価
格
の
設
定
や
金
融
機
関
と
の
結
合
に
よ
っ

て
、
独
占
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
杜
会
的
資
源
の
蛮
雰
は
格
段
に
一
局
ま
る
。
こ
れ
は
、
形
式
的
に
は
・
経
済
全
体
と
し
て
の
貯
蓄
率

が
高
ま
り
、
ハ
ロ
ツ
ド
の
「
保
証
成
長
率
」
が
高
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
景
気
の
好
況
局
面
に
お
い
て
は
、
独
占
資
本
の
蓄
積
条

件
が
好
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
投
資
が
集
中
し
た
り
、
そ
れ
を
契
機
に
し
て
独
占
間
の
現
在
並
び
に
将
来
に
お
げ
る
市
場
シ
ェ
ア
ー

を
め
ぐ
る
生
産
，
投
資
競
争
が
激
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
杜
会
的
資
源
の
瞥
在
断
か
動
員
能
力
が
躁
在
伽
し
、
上
方
へ
の
景

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

気
の
不
安
定
性
が
よ
り
激
化
す
る
。

　
第
二
に
不
況
局
面
に
お
い
て
は
、
こ
の
独
占
の
高
ま
っ
た
杜
会
的
資
源
の
動
員
能
力
が
、
独
占
問
の
価
格
協
調
の
強
化
や
投
資
の

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

抑
制
な
ど
に
よ
っ
て
潜
在
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
景
気
の
下
方
へ
の
不
安
定
性
は
か
ヅ
激
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
三
に
、
不
況
の
底
と
不
況
か
ら
の
回
復
局
面
に
お
い
て
は
、
一
方
で
独
占
価
格
の
維
持
と
金
融
機
関
と
の
結
合
と
に
よ
っ
て
、

不
況
に
対
す
る
独
占
の
耐
久
力
は
強
化
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
市
場
の
収
縮
に
伴
う
遊
休
設
備
を
自
ら
か
か
え
込
ま
ざ
る
を
得
な



い
・
こ
の
両
面
の
作
用
の
結
果
、
独
占
が
主
導
し
て
、
不
況
脱
出
の
た
め
の
革
新
投
資
を
群
生
さ
せ
る
条
件
は
吉
成
立
と
く
く

な
り
、
不
況
を
長
期
化
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

独
占
段
階
に
淳
る
景
気
循
環
が
以
上
の
よ
う
な
変
容
蓬
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
独
占
に
よ
る
再
生
産
の
実
現
様
式
が
、
中
長

歓
果
安
定
を
の
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
経
済
的
な
不
安
定
さ
の
強
書
は
、
そ
の
犠
牲
を
こ
う
む
る
非
独
占

部
門
の
独
占
に
対
す
る
政
治
的
・
経
済
的
反
発
を
激
化
さ
せ
る
。
又
、
高
ま
つ
た
生
産
力
の
制
御
能
力
を
体
現
し
て
い
る
労
働
者
は

独
占
の
支
配
に
対
す
る
反
発
を
激
化
さ
せ
る
。

　
こ
う
し
て
・
一
方
で
独
占
の
支
配
に
伴
う
景
気
の
公
弥
降
（
振
巾
と
持
続
期
間
）
は
拡
大
す
る
が
、
他
方
で
独
占
の
政
治
的
．
経
済

的
支
配
を
維
持
す
る
た
め
幕
宝
容
曇
の
変
動
幅
は
縮
小
す
る
。
こ
の
矛
盾
を
打
開
す
る
た
め
に
、
独
占
畠
家
を
本
格
的

に
経
済
過
程
へ
介
入
さ
せ
ざ
る
を
得
な
く
雲
。
国
家
の
経
済
活
動
へ
の
介
入
の
最
初
の
仕
方
は
、
不
況
に
お
い
て
収
縮
し
た
総
需

要
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
の
財
政
支
出
活
動
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
・
政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
の
内
容
と
そ
の
効
果
に
っ
い
て
、
財
政
支
出
の
需
要
効
果
に
限
定
さ
せ
て
若
干
の

検
討
を
行
一
て
み
る
；
の
場
合
、
財
政
支
出
政
策
に
よ
つ
て
、
運
営
目
標
と
し
て
の
資
本
稼
動
率
、
あ
る
い
は
失
業
率
一
雇
用
率
一

を
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
一
定
の
許
各
降
の
内
部
に
抑
え
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
、
に
最
大
の
関
心
を
払
う
。

ニ
　
モ
デ
ル
の
設
定

問
題
を
鮮
明
に
す
る
た
め
に
以
下
の
よ
う
に
簡
単
化
さ
せ
る
。

　
　
　
ｋ
１
－
ｑ
～
氏
－
　
」
く
１
－
ミ

　
　
政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

生
産
技
術
条
件
と
し
て

一
八
五

　
　
（
甲
一
）

（
八
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
（
八
八
二
）

と
す
る
。
こ
こ
で
ツ
一
純
生
産
物
、
ｗ
二
雇
用
量
、
Ｋ
一
資
本
ス
ト
ツ
ク
、
６
一
設
備
の
稼
動
率
、
ｄ
一
産
出
係
数
（
正
常
産
出
．
資

本
比
率
）
１
－
一
定
、
　
惚
一
労
働
投
入
係
数
１
１
一
定
、
で
あ
る
。
資
本
家
は
設
備
の
正
常
稼
動
水
準
匁
の
も
と
で
要
求
利
潤
率
と
し

て
へ
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
価
格
久
を
設
定
し
て
、
こ
の
価
格
で
販
売
す
る
と
す
れ
ぼ

　
　
　
　
＞
ｋ
半
１
ー
ミ
暑
十
～
＞
肉
　
　
　
ぎ
Ｈ
ｑ
戸
肉

　
　
．
・
．
Ｈ
ｌ
Ｉ
峯
十
～
＼
ｑ
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
、
い
）

と
な
る
。
こ
こ
で
”
一
貨
幣
賃
金
率
、
　
五
一
実
質
賃
金
率
で
あ
る
。
本
稿
で
は
賃
金
人
価
格
関
係
の
変
化
に
伴
な
う
分
配
率
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
関
わ
る
問
題
は
扱
わ
た
い
。
賃
金
所
得
へ
の
税
率
を
な
１
－
一
定
、
利
潤
へ
の
税
率
を
ら
１
１
一
定
と
す
れ
ば
実
質
税
収
ｒ
は

　
　
　
　
『
１
１
滝
考
丈
き
１
完
≧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
。
・
）

と
な
る
。
そ
こ
で
民
問
設
備
投
資
を
１
、
政
府
財
政
支
出
を
Ｇ
と
す
れ
ば
、
財
市
場
の
需
給
一
致
条
件
は

　
　
　
　
ｋ
“
（
Ｈ
ｌ
“
－
）
完
」
く
十
、
十
Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ト
）

で
あ
る
。
両
辺
を
Ｋ
で
割
っ
て
整
理
す
れ
ば

　
　
　
　
向
＆
１
１
灼
十
べ
　
　
　
り
川
Ｈ
１
（
Ｈ
１
む
完
ミ
Ｈ
－
蔚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
蜆
）

　
　
　
　
内
…
く
汽
暑
川
ｏ
＼
氏

と
な
る
。
本
稿
で
は
便
宜
的
に
（
心
－
切
）
で
定
義
し
た
８
を
「
貯
蓄
率
」
と
よ
ん
で
お
く
。
民
問
企
業
の
投
資
関
数
を
ハ
ロ
ッ
ド
ー
１

置
塩
型
と
す
れ
ば

　
　
　
　
筆
・
１
尊
十
も
（
♀
１
戸
）
　
　
　
ｂ
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ｏ
）

で
あ
る
。
政
府
の
財
政
収
支
尻
１
１
０
１
『
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
均
衡
状
態
に
お
い
て
は
財
政
収
支
は
均
衡
す
る
と
伍
患
す
る
・
す



な
わ
ち
、
均
衡
状
態
に
お
い
て
は
、
均
衡
蓄
積
率
＆
や
「
貯
蓄
率
」
８
の
水
準
に
応
じ
て
均
衡
を
維
持
す
る
た
め
の
兆
の
水
準

仏
は
決
め
ら
れ
る
（
（
甲
べ
）
参
照
）
の
で
あ
る
が
、
　
伽
に
お
い
て
均
衡
財
政
と
な
る
よ
う
に
税
率
ぢ
、
ら
が
決
め
ら
れ
て
い
る
と

仮
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
甲
蜆
）
一
（
ド
ｏ
）
に
加
え
て
政
府
の
財
政
支
出
態
度
を
決
め
て
や
れ
ぱ
体
系
は
完
結
す
る
。
政
府
は
景
気
変
動
の
安
定
化
を
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

目
標
（
君
冒
、
◎
亘
０
０
饒
く
星
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
政
策
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
運
営
目
標
（
。
勺
。
、
”
饒
。
、
、
二
、
、
・
。
、
け
）

と
し
て
、
資
本
家
の
標
準
稼
動
率
匁
（
廿
要
求
利
潤
率
～
）
と
、
政
府
の
設
定
す
る
目
標
雇
用
率
～
と
を
考
え
る
。
以
下
の
節
で

は
、
政
府
の
運
営
目
標
と
し
て
あ
る
特
定
の
～
、
弘
の
値
を
実
現
す
る
場
合
と
、
～
、
～
に
関
す
る
あ
る
許
容
幅
を
実
玩
す
る
場

合
と
を
考
え
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
財
政
支
出
の
方
策
を
い
く
っ
か
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
化
政
策
の
効
果
を
分
析

す
る
。

三

政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
の
内
容
を
ま
ず
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
。
政
策
の
運
営
目
標
は
、
資
本
家
の
投
資
基
準
～
を
実
現

す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
政
府
は
次
期
の
財
政
支
出
Ｇ
の
増
加
率
ツ
を
、
今
期
の
実
現
値
ツ
を
基
礎
と
し
て
、
今
期

の
実
現
稼
動
率
６
が
目
標
値
～
か
ら
乖
離
す
る
度
合
い
に
応
じ
て
調
整
す
る
、
と
し
よ
う
。
こ
れ
を
定
式
化
す
れ
ば

　
　
　
　
ミ
十
１
￥
十
呉
戸
－
助
）
　
　
　
ミ
Ｖ
◎
ｋ
川
け
＼
ｏ
…
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
。
、
Ｈ
）

で
あ
る
。
　
（
。
。
１
Ｈ
）
と
財
市
場
の
需
給
一
致
条
件
（
ド
切
）
、
資
本
家
の
投
資
関
数
（
甲
ｏ
）
に
よ
っ
て
体
系
は
完
結
す
る
。
こ
れ
を
整

理
す
れ
ぱ

　
　
　
政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
（
八
八
三
）



で
あ
る
。

■

●

●

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

｛
｝
い
ギ
湊

｛
で
北
を
消
去
す
れ
ば
６
，
９
、
ツ
の
三
元
の
連
立
微
分
体
系
と
な
る
。

暑
１
１
↓
（
Ｑ
Ｉ
灼
）

　
１
１
（
竃
～
１
内
）
（
ｋ
Ｉ
内
）

．
　
Ｈ
　
．
　
．

～
１
Ｉ
Ｉ
（
内
十
、
）

　
　
り
ｑ

一
八
八

す
な
わ
ち

（
八
八
四
）

　
　
（
。
。
－
ｏ
）

　
　
（
。
。
』
）

　
　
（
。
。
－
－
）

　
　
　
　
　
－
羊
一
、
－
、
共
一
十
亭
き
ぺ
一
一
　
　
　
　
　
　
モ
一

で
あ
る
。
（
。
。
』
）
一
（
。
◎
Ｉ
Ｏ
。
）
一
（
Ｏ
◎
Ｌ
）
よ
り
、
の
均
衡
値
は

　
　
　
　
　
１
１
戸

　
　
　
　
巾

　
　
　
　
　
ｕ
内
１
１
灼
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
。
』
）

　
　
　
　
　
￥
１
１
琴
戸
－
内
共

で
あ
る
。
こ
こ
で
以
、
＆
、
伽
は
自
由
度
が
１
で
あ
り
、
た
と
え
ば
＆
が
資
本
家
の
独
自
的
行
動
に
よ
っ
て
決
っ
て
い
る
と
す

れ
ば
、
政
府
の
火
、
１
仏
は
（
。
。
１
蜆
）
で
決
め
ら
れ
る
値
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
均
衡
状
態
が
雇
用
面
か
ら
も
長

期
的
に
持
続
性
を
も
つ
た
め
に
は

　
　
　
　
筆
し
川
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
。
１
３



で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
均
衡
状
態
（
ｏ
。
ふ
）
に
お
げ
る
雇
用
率
６
は

　
　
　
　
～
…
Ｋ
く
＞
ボ
ー
１
零
戸
ミ
宗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
。
ー
べ
）

　
　
．
・
．
い
１
１
・
少
十
内
↓
１
１
内
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
。
－
・
。
）

で
あ
る
が
、
穿
Ｖ
Ｎ
で
あ
れ
ぱ
や
が
て
完
全
雇
用
の
制
約
が
現
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筆
く
Ｎ
で
あ
れ
ぱ
失
業
率
の
増
大
に
よ
る

体
制
不
安
が
現
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
長
期
的
に
持
続
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
は
断
わ
ら
な
い
限
り

（
ｏ
◎
ｌ
ｏ
）
は
成
り
立
つ
と
し
よ
う
。

　
こ
の
均
衡
状
態
の
均
街
近
傍
に
お
げ
る
安
定
性
を
検
討
し
よ
う
。
６
，
ｇ
、
ツ
の
均
衡
値
か
ら
の
乖
差
を
大
文
字
で
刀
、
Ｇ
，

ｒ
と
お
げ
ぽ

　
　
　
　
　
　
ド
、
・
一
；
一
一
、
－
昨
。
十
竺

　
　
　
　
、
圷
、

で
あ
る
。

吻
、
一
の
一
次
項
だ
け
に
着
目
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
，
１

　
　
　
　
　
　
吻
ｑ

具
、
）
川
　
亀

　
　
　
　
　
Ｉ
ｂ

　
べ
共
　
　
べ
共

■
　
り
ｑ
　
　
　
吻
ｑ

　
、
　
　
　
◎

　
○
　
　
　
、

特
性
方
程
式
は

－
さ
、
－
サ
・
一
“
舳
一
註
、
）

政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

一
八
九
（
八
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
　
　
　
１
１
◎

で
あ
る
。
（
。
。
ム
）
は
実
部
が
正
の
根
を
も
つ
か
ら
、
＆

方
を
調
べ
る
た
め
に
、
（
ｏ
。
ム
）
の
二
次
式
の
判
別
式
を

　
　
　
　
ｂ
（
も
）
～
も
心
ー
ト
（
も
十
ミ
）
¢
ｑ
べ
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

１表

の
均
衡
値
は

Ｄ
と
お
げ
ば

｛
◎
む
、

　
　
　
　
　
　
一
九
〇
（
八
八
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
。
ム
）

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
不
安
定
で
あ
る
。
均
衡
近
傍
で
の
解
の
運
動
の
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
。
Ｉ
Ｈ
◎
）

と
な
り
　
表
１
を
え
る
。
ｂ
ｌ
Ｖ
◎
で
あ
れ
ぱ
均
衡
近
傍
で
解
は
単
調
発
散
し
、
ｂ
〈
◎
で
あ
れ
ぱ
振
動

発
散
す
る
。
ガ
が
大
き
い
程
、
ぴ
、
８
、
仏
が
小
さ
い
程
、
ｂ
Ｖ
◎
と
な
り
、
均
衡
値
の
不
安
定
度

は
強
ま
る
。
ぴ
が
ガ
に
■
比
し
て
十
分
大
き
げ
れ
ぱ
、
解
は
均
衡
値
の
周
囲
を
振
動
す
る
が
、
振
動
を

通
じ
て
長
期
的
に
は
発
散
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
政
府
の
財
政
支
出
増
加
率
の
反
応
係
数
ぴ
が
資
本
家
の
蓄
積
率
の
反
応
係
数
ガ
よ
り
十
分
に
大
き
げ
れ
ば
、
蓄
積
率
が
均
衡

水
準
か
ら
乖
離
し
は
じ
め
た
時
に
、
こ
れ
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
均
衡
値
に
戻
る
（
収
束
す
る
）
の
で
な
く
行
過
卦

て
し
ま
い
（
◎
き
易
ぎ
ｇ
）
、
今
度
は
行
過
ぎ
を
再
逆
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
再
び
逆
方
向
へ
行
過
ぎ
て
し
ま
う
。
こ
の
繰
返

し
の
中
で
均
衡
か
ら
の
乖
離
幅
が
漸
次
増
大
し
て
ゆ
く
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
＆
の
解
は
、
均
衡
近
傍
に
と
ど
ま
ら
ず
大
域
的
に
も
不
安
定
で
、
必
ず
上
方
へ
発
散
す
る
。
こ
の
証
明
は
、
拙
稿
「
独
占
的
諸
行

動
と
均
衡
経
路
の
不
安
定
性
」
、
『
立
命
館
経
済
学
』
、
第
二
八
巻
第
三
・
四
・
五
号
で
与
え
ら
れ
て
い
る
、
｝
を
変
型
す
れ
ぱ
上
掲

二
五
四
頁
の
螂
式
、
脳
式
と
同
型
と
な
り
、
・
北
の
係
数
が
１
か
ら
１
よ
り
も
大
き
な
一
定
値
に
変
る
だ
げ
だ
か
ら
で
あ
る
（
こ
の

点
は
神
戸
大
学
、
中
谷
助
教
授
に
指
摘
頂
い
た
）
。
＆
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
ぴ
、
戸
が
異
な
っ
た
値
を
と
る
に
つ
れ
て
運
動
が
ど
う
変
る
か

を
見
る
た
め
に
、
ら
を
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
で
解
析
し
た
。



　
図
１
は
真
１
１
◎
．
Ｓ
で
、
ｂ
１
－
９
ｏ
◎
旨
に
比
し
て
は
大
き
い
が
、
図
２
の
負
１
１
９
畠
に
比
し
て
は
小
さ
い
場
合
の
＆
の
運
動

を
、
９
，
６
、
ツ
、
２
、
久
に
っ
い
て
示
し
て
い
る
。
図
１
，
２
は
い
ず
れ
も
振
動
発
散
す
る
。
ぴ
を
更
に
小
さ
く
し
て
、
ミ
ー
１
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
す
れ
ぱ
、
均
衡
に
お
げ
る
仏
の
比
重
が
い
か
に
大
き
く
て
も
、
運
動
は
大
域
的
に
不
安
定
に
た
る
（
拙
稿
、
「
独
占
的
諸
行
動
と
均

雛
、

一
珊婁

憲
髪
黎

婁
夕

魏

嚢源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
琶
　
　
　
－

榊
　
、

１
閉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琶

一
淋
．
綴
篇
竃
一
鰍

乃
、
．

郷
　
．
笈

鱗

婁
一滋

、
１

徽
、
、、

鐙
、

繍
繍

鴻
琢

徽

船
側
、
勧
　
　
　
獅
｝
、
欄
．
、
．
　
．

　
獺
　
　
・

　
３

葵
謹
、
１

、
醐

一
繁
慧
葦
一

１
一
繁
、
蒲
　
．

嚢
榊
　
　
筍

」
饗
鴛
泌
，
鰍
篇
紘

嚢
脇
３

籔
、
碗
　
　
鍾

髪
繊
獺
瀦
循

寮

　
　
５

　
　
２

鐵
”
ｏ
ｏ
工

　
　
　
ｗ

萎
一
〇
・
１

嚢
．
＝
ｗ

　
鰯
　
９
＝

　
懸
　
，
６

　
盆
“

精
０
２
合

著
烹
４
場

　
鶴
　
　
ぴ
の

篇
、
笥

　
　
　
－

　
　
　
図

芽
　
玲
一

箒
螂
萎

婁撃

；

妻
蓬

；

搦

顯

餓

濠

馨

災
　
嚢

婁
覆

嚢隻

搬
簑

廿

葦

；

燃
籔

滋

鋤

徽
鰯
一

３
多

雛

籔

拙
〃
窪

婁
参

概

”

茅
婁

＾

套

；

窃
－

鰯

亀菱

右
＾
養

萌
出
ａ

、

弩

・
繁
　
一
察
醐
　
郷
易

　
　
　
　
ｗ
姦
残
　
　
　
物
，
激

触
沸
，
俄

姦
、
弩

燃
竃
影
嚢
４
凄
曇
鰯

賓
燭
蟹
竃
杉
き

螂

克

、
錫

饗
、
蟻

霧
、
寮

主

慧
驚
…

・
、
、
一
髪
・
〃
毫

５２０００：９
５
，
合

４
場

ぴ
の

２図

一
九
一
（
八
八
七
）

，
よ

ｇ
準

の
水

問
衡

期
均

の
を

で
率

ま
積

る
蓄

す
よ

散
期

暁
初

鮒
械
剛

－
　
　
下

第
　
。
以

の
す
（

期
示
る

初
を
い

衡
動
つ

均
運
せ

不
の
さ

，
ツ
大

主
　
　
・
笛
目

昌
　
　
９
　
　
↓
少

で
　
，
％

図
６
１
０

　
北
り

政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
（
八
八
八
）

衡
経
路
の
不
安
定
性
」
、
『
立
命
館
経
済
学
』
二
八
巻
三
．
四
．
五
号
参
照
）
。
逆
に
ぴ
が
ガ
に
比
し
て
更
に
大
き
く
な
っ
て
も
振
動
発
散

す
る
。

　
図
１
と
図
２
と
を
較
べ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
財
政
支
出
増
加
率
ツ
の
反
応
係
数
ぴ
が
大
き
い
程
、
蓄
積
率
に
よ
る
運
動
の
発

散
性
に
対
す
る
財
政
支
出
に
よ
る
抑
心
亦
が
増
大
す
る
の
で
、
景
気
循
環
の
撮
降
は
縮
小
す
る
が
、
そ
の
際
、
彫
斯
も
縮
小
す
る
の

で
、
よ
り
小
さ
な
循
環
を
よ
り
頻
繁
に
繰
返
し
つ
つ
発
散
し
て
ゆ
く
。
又
、
こ
の
場
合
、
総
需
要
の
変
動
に
占
め
る
財
政
支
出
兆
の

変
動
の
割
合
が
、
投
資
需
要
の
そ
れ
よ
り
も
よ
り
支
配
的
と
な
っ
て
ゆ
き
、
財
政
支
出
に
よ
る
抑
止
力
の
働
き
す
ぎ
（
◎
き
易
ぎ
◎
け
）

自
体
に
よ
っ
て
振
幅
が
拡
大
し
て
ゆ
く
か
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
図
２
で
は
、
蓄
積
率
９
の
変
動
幅
が
小
さ
く
、
９
が
凡
の
増

加
率
◎
．
富
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
雇
用
率
８
は
、
お
も
に
財
政
支
出
の
増
加
率
ツ
の
変
動
に
観
定
さ
れ
た
稼
動
率
６
の
変

動
に
よ
る
振
動
を
伴
な
い
な
が
ら
、
循
環
毎
に
増
大
し
て
い
る
。

　
以
上
、
本
節
で
は
、
政
府
の
財
政
支
出
態
度
が
（
ｏ
。
山
）
で
あ
る
場
合
に
，
は
、
第
一
に
均
衡
値
は
不
安
定
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に

ぴ
が
ガ
に
比
し
て
あ
る
程
度
以
上
に
（
（
。
。
１
Ｈ
◎
）
参
照
）
大
き
げ
れ
ぱ
、
資
本
家
の
投
資
態
度
に
よ
る
不
安
定
性
を
抑
制
し
て
中
期

的
な
循
環
運
動
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
第
三
に
中
期
的
な
循
環
運
動
も
そ
れ
を
通
じ
て
長
期
的
に
は
上
方
に
発
散
す
る
こ
と
、

従
っ
て
（
Ｏ
。
よ
）
の
財
政
支
出
態
度
で
は
資
本
家
の
投
資
行
動
に
も
と
づ
く
不
安
定
性
を
長
期
的
に
は
打
開
で
き
な
い
こ
と
、
を
述

べ
た
。

　
（
ｏ
。
山
）
の
財
政
支
出
態
度
と
は
、
前
期
の
市
況
戸
～
助
に
応
じ
て
、
前
期
の
財
政
支
出
増
加
率
ｋ
工
を
調
整
し
て
今
期
の
ル

を
決
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
景
気
の
安
定
化
を
計
る
政
府
の
行
動
と
し
て
は
、
（
ｏ
。
山
）
の
よ
う
な
わ
小
降
小
小
汰
藤
心
か
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

視
野
に
入
れ
て
対
応
す
る
よ
り
も
、
も
っ
と
長
期
に
渡
る
経
済
の
動
向
を
見
据
え
て
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
又
そ
う
で
な
げ



れ
ば
景
気
の
不
安
定
性
を
打
開
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
本
節
で
の
結
論
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
政
府
の
財
政
支
出
行
動

と
し
て
・
次
期
の
財
政
支
出
増
加
率
ぎ
を
、
長
期
的
窺
点
か
ら
象
言
泰
に
決
め
ら
れ
た
財
政
支
出
増
袈
以
を
基

準
と
し
て
、
今
期
の
市
況
（
戸
－
軸
）
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
チ
一
１
ー
ぎ
十
呉
～
１
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
。
．
Ｈ
Ｈ
）

と
い
う
場
合
を
検
討
し
よ
う
。

本
節
に
お
げ
る
体
系
は
、
（
ｃ
．
ｌ
Ｈ
）
一

と
な
る
。

（
○
ｏ
ｌ
Ｎ
）
一
（
ｏ
ｏ
Ｉ
■
）

二
｝
、
デ
一
－
ま

ら
｝
Ｈ

で
北
を
消
去
す
れ
ぱ

ｂ
（
ア
£
十
Ｈ
（
吻
・
ア
灼
）
（
了
灼
）

吻
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
吻
◎
、

の
均
衡
値
は

よ
り

と
な
る
。

ら～
１
１
戸

ｋ
ｌ
ｌ
ｋ
栄
１
１
灼
＊

べ
非
１
１
吻
ｑ
戸
－
灼
＊

政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

（
↑
Ｈ
）

（
杜
』
）

（
仁
山
）

（
ら
Ｌ
）

（
↑
蜆
）

一
九
三
（
八
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

で
あ
る
。
６
、
ツ
、
ｇ
の
均
衡
値
か
ら
の
乖
差
を

汁
丁
十
一
；
一
一
・
－
昨

の
、
ｒ
、

と
な
る
。

睾
竺

Ｇ
と
お
げ
ば

ヌ
｝
．
ミ
、

■
２ｓ

の
一
次
項
に
着
目
し
た
特
性
方
程
式
は

具
、
）
川

〒
ｂ

一
九
四
（
八
九
〇
）

べ
＊
　
　
べ
共

吻
ｑ

ミ
ー
ｂ

１
零

、
十
Ｈ

　
ｏ

り
ｑ

◎、

（
仁
ふ
）

　
　
　
　
　
　
－
、
。
、
・
一
、
－
サ
、
↓
一
－
～
羊
§
一
羊
唯

　
　
　
　
　
　
１
１
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
べ
）

で
あ
る
。
ら
の
均
衡
値
の
近
傍
に
お
げ
る
安
定
条
件
は
、
ポ
ソ
ト
リ
ャ
ー
ギ
ソ
、
「
常
徴
分
方
程
式
」
よ
り

　
　
　
　
り
ミ
・
二
～
一
◇
二
、
－
伽
一
一
蒙
・
§
一
－
・
一
・
星
　
　
　
　
一
一
１
。
・
一

が
同
時
に
な
り
た
っ
こ
と
で
あ
る
。
（
｛
１
。
。
）
は
十
分
小
さ
な
乃
と
、
十
分
大
き
な
ぴ
に
対
し
て
成
立
す
る
。
（
中
。
・
）
の
第
二
条

件
に
お
い
て
、
、
共
く
Ｈ
と
考
え
て
よ
い
か
ら
、
第
二
条
件
が
成
り
た
っ
た
め
に
は
ミ
Ｖ
も
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
・
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、

え
ぴ
が
ガ
に
比
し
て
十
分
大
き
く
て
も
、
（
』
よ
）
の
第
一
条
件
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ガ
の
給
朴
衡
が
鮒
よ
り
も
大
き
け
れ



ぽ
、
安
定
条
件
は
充
さ
れ
な
い
。

　
ら
の
大
域
的
な
運
動
を
調
べ
る
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
結
果
に
よ
れ
ば
、

鐙
　
　
　
　
蓼
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・
　
１

鰯

鰯
　
、

塗

鳩
〃

繍鋤婁燭
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菖
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．

燃
艇

機
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繍竺婁猫煽
誓
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蛾

鶴
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蕃顯多
養
．
．

繍
，
熱
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蟻
瀦

嚢
セ
撃

砧
〃
　
　
．

夢婁琶婁繍搬

拶
，仙

甘

　
蕾

　
徽
　
七

　
繊

　
徽

　
燃

　
鱗

　
婁

　
榊
綴

　
鋤
総

　
繍

　
鋤

　
隻

　
多
　
簑

　
萎

　
鰯

　
繊

　
蓼

　
抑
’

　
婚

壕
働

泌
鳶

合場の
２
５

０
１０

０
。

＝９

７
，

０

０
・

＝ぴ３図

政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
） 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
１
１
◎
．
８
旨
一
ミ
ー
１
◎
．
◎
Ｈ
で
体
系
は
大
域
的

に
も
発
散
す
る
。
ぴ
が
増
大
す
る
に
っ
れ
て
発
散
の
テ
ソ
ポ
は
緩
和
さ
れ
、
亀
ｎ

◎
．
Ｓ
で
は
均
衡
値
に
収
束
す
る
。
従
っ
て
、
ミ
ー
ｌ
ｏ
・
旨
と
亀
１
－
◎
・
Ｓ
の
間
に
、

発
散
か
ら
収
束
へ
の
切
替
り
点
が
存
在
し
、
そ
れ
よ
り
小
さ
な
ぴ
で
発
散
し
、

そ
れ
よ
り
大
き
な
ぴ
で
は
収
束
し
、
そ
の
値
の
時
は
ツ
が
ｇ
を
頂
度
相
殺

し
て
循
環
す
る
（
一
ぎ
亭
２
ｏ
Ｈ
ｏ
）
。
図
３
は
ミ
ー
ｌ
ｏ
・
ミ
の
場
合
で
あ
る
。
財
政
支

出
に
よ
る
投
資
変
化
に
対
す
る
相
殺
的
な
変
動
が
全
体
の
変
動
を
支
配
し
て
均
費

状
態
へ
収
束
し
て
い
る
。

　
以
上
の
結
果
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
よ
う
。
ミ
Ｖ
ｂ
と
は
、
不
均
衡
状
態
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

お
い
て
資
本
家
の
投
資
態
度
に
よ
る
均
衡
か
ら
の
発
散
力
よ
り
も
、
そ
れ
に
対
す

る
政
府
の
財
政
支
出
に
よ
る
那
止
亦
の
方
が
大
き
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
前
節
の
（
ｏ
。
－
ｏ
・
）
の
政
府
の
支
出
態
度
で
は
、
資
本
家
の
投
資
態
度
に
・
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
均
衡
か
ら
の
発
散
力
を
抑
止
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
抑
止
し
て
向
う
べ
き
基

隼
｛
牟
が
ぞ
小
降
於
掛
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
今
度
は
資
本
家
の
投
資
行
動
に

よ
る
逆
方
向
へ
の
発
散
力
の
作
用
が
働
ら
き
始
め
、
そ
こ
で
又
そ
れ
に
対
す
る
抑

止
的
財
政
支
出
政
策
を
と
る
過
程
を
繰
り
返
す
た
か
で
漸
次
発
散
し
た
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
（
八
九
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
（
八
九
二
）

た
。
と
こ
ろ
が
、
本
節
の
一
ト
、
。
一
一
の
財
政
支
出
行
動
の
場
合
に
は
、
財
政
支
出
増
加
率
ツ
の
向
う
べ
き
水
準
が
以
に
よ
一
て
与

え
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
ガ
が
相
当
小
さ
く
（
（
仁
、
・
。
）
参
照
）
、
　
ぴ
が
ガ
よ
り
相
当
大
き
げ
れ
ば
、
資
本
家
の
投
資
行
動
に
よ
る

発
散
力
を
抑
止
し
つ
つ
、
均
衡
値
篶
へ
引
戻
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
◎

　
本
節
で
均
衡
値
が
安
定
的
な
場
合
と
は
、
不
均
衡
状
態
に
お
げ
る
総
需
要
の
変
動
の
中
で
幣
ｐ
財
政
支
出
に
よ
る
変
動
が
支
配
的

蓬
置
を
占
め
て
い
る
状
態
で
あ
つ
た
。
所
が
こ
れ
は
資
本
主
義
経
済
に
淳
る
資
本
家
惹
に
低
触
す
る
。
資
本
家
主
権
の
存
続

を
補
強
す
べ
く
登
場
し
た
国
家
に
よ
る
景
気
安
定
化
政
策
の
「
守
備
範
囲
」
と
は
、
資
本
家
の
主
導
状
態
を
で
き
る
だ
げ
保
証
し
つ

っ
、
そ
れ
に
ょ
つ
て
は
隈
界
が
明
白
と
な
つ
た
と
き
に
強
力
に
介
入
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
い
え
ぱ
・
均
衡
値

か
ら
の
あ
る
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
資
本
家
の
自
主
的
行
動
が
支
配
し
て
お
り
、
政
府
の
財
政
支
出
の
効
果
は
無
視
し
う
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
範
囲
を
超
え
る
と
政
府
の
財
政
支
出
に
よ
る
介
入
が
強
力
に
作
用
し
始
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
・
政
府
の
介
入

を
画
す
る
領
域
と
は
、
景
気
の
下
降
局
面
に
お
い
て
は
、
資
本
家
に
お
げ
る
低
利
潤
率
、
倒
産
の
許
魯
風
良
、
労
働
者
の
失
業
増
加

に
よ
る
体
制
不
安
定
化
の
許
容
隈
度
な
ど
、
景
気
の
上
昇
局
面
に
お
い
て
は
、
完
全
雇
用
の
接
近
に
よ
る
イ
ソ
フ
レ
・
労
働
規
律
の

弛
緩
、
国
際
収
支
の
制
約
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
そ
こ
で
以
上
の
政
府
の
行
動
様
式
を
定
式
化
す
れ
ば

　
　
　
　
ぎ
↓
・
ま
－
。
樹
箏
一
平
～
一
Ｑ
共
－
３
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
垣
一

と
な
る
。
こ
こ
で
。
◎
釘
■
は
戸
１
～
の
符
号
を
意
味
す
る
。

本
節
に
お
げ
る
体
系
は
、
（
中
Ｈ
）
一

（
仁
ｌ
Ｎ
）
－
（
仁
１
り
）
よ
り



“
∴
ギ
ニ
ニ

で
あ
る
ぺ
の
均
衡
値
は
ら
と
同
様
に
事
一
で
あ
る
。
品
の
一
次
碧
着
目
し
た
特
性
方
程
式
は

具
、
）
１
１

　
　
、

〒
竃

べ
半
　
　
べ
＊

◎

Ｉ
ｂ

１
零
　
　
　
零

、
十
Ｈ
　
　
　
○

　
◎
　
　
　
、

↓
。
。
・
一
丁
サ
心
よ

（
べ
－
Ｈ
と
十

ｂ
暑

吻
ｑ

（
甲
Ｈ
）

（
閉
－
心
）

（
甲
ｏ
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｍ
ム
）

　
　
　
　
　
　
１
１
◎

で
あ
る
。
品
の
均
衡
値
の
均
衡
近
傍
に
お
け
る
安
定
条
件
は

　
　
　
　
一
・
中
べ
・
二
・
↓
一
一
〒
、
一
×
　
　
　
　
　
　
　
一
切
．
岬
一

が
同
時
に
な
り
た
つ
こ
と
で
あ
る
。
（
甲
岬
）
の
第
三
条
件
を
変
形
す
れ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閉
ふ
）

　
　
　
　
ｂ
（
Ｈ
Ｉ
と
）
１
零
く
◎

と
な
る
か
ら
・
一
甲
一
一
の
第
二
条
件
と
第
三
条
件
と
は
両
立
せ
ず
、
よ
つ
て
＆
の
均
衡
値
は
近
傍
纂
い
て
不
安
定
で
あ
る
。

ら
の
場
合
に
は
・
婁
一
を
充
す
よ
う
隼
分
小
婁
ガ
と
十
分
大
き
な
二
対
し
て
そ
の
均
衡
状
態
は
一
。
。
、
～
安
定

　
　
　
　
政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
（
八
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
（
八
九
四
）

で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
＆
の
場
合
に
は
、
ぴ
の
大
き
さ
は
均
衡
値
の
一
§
一
な
安
定
性
に
露
雲
膏
・
刀
が
い
か
に

小
さ
く
て
も
一
。
。
四
一
に
不
安
定
差
る
。
こ
の
理
由
は
、
政
府
の
財
政
支
出
態
度
一
一
－
。
・
一
吉
、
均
衡
近
傍
に
お
い
て
は
・
政
府

凄
ぽ
一
定
率
篶
で
財
政
支
出
を
増
加
さ
せ
て
い
る
の
で
、
資
本
家
の
投
資
態
度
に
よ
る
不
安
定
性
に
ほ
と
ん
ど
反
応
し
な
い
か

ら
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
均
衝
か
ら
あ
る
一
定
の
範
囲
内
に
お
い
て
は
資
本
家
の
行
動
に
よ
一
て
運
動
が
支
配
さ
れ
て
い
る
が
・

そ
の
範
囲
を
越
え
る
と
政
府
の
財
政
支
出
に
よ
る
介
入
が
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
◎

　
そ
こ
で
＆
の
大
域
的
な
運
動
を
調
べ
る
た
め
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ソ
結
果
を
検
討
し
よ
う
。

董

．
鱗

２
＾

箒
刊
奪

葦

甥

鰹
．

望

鱗
鰯

拷
甘
．

籔
＃

毎
■

一
ｗ

繊
籔
　
嚢
．
鍵

該
出

．
讐

娑

梅
１

盆
｝

霧
“

姑
牙

嚢
蛙
・

．
葦

．
灘

髪
血

む

・
紗

嚢
“

＾
．
軸

４
８
伽
，
蜘

１
潔
嚢
・
．
　
　
漉
嚢

　
辛
＾
主
争
＃
廿
盗
　
許

佛
螂
、

霧

撤
脇
，
徽

嚢
繁
揚

籔
議
籔
驚

籔
　
．
鯵
、
鋤
　
　
籔
、
螂

湖
榊

、
勘
灘

一
螂
想
鍛
鍛
磁
徽

滋
該
．

５００

０
・

＝９２０

０
．

＝〃４図 Ａ
口

場の

　
ま
ず
、
　
ぴ
が
小
さ
い
図
４
の
場
合
に
は
、
蓄
積
率

ｇ
の
変
動
を
相
殺
し
よ
う
と
す
る
財
政
支
出
の
対
応
的

変
動
自
体
が
ｇ
の
よ
り
大
き
な
変
動
を
も
た
ら
し
て
、

振
動
発
散
し
て
い
る
。
　
ぴ
が
更
に
小
さ
げ
れ
ば
、
振

動
発
散
は
よ
り
強
ま
る
。
均
衡
値
か
ら
の
乖
離
巾
が
拡

大
す
る
に
つ
れ
て
、
財
政
支
出
増
加
率
は
２
乗
の
ぺ
ー

ス
で
増
加
す
る
が
、
蓄
積
率
の
方
も
自
己
累
積
的
に
増
加
す
る
の
で
、
前
者
が
後
者
を
抑
制
し
切
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
・

ミ
”
＝
と
な
つ
た
図
。
で
は
婁
叶
、
。
く
。
一
。
が
現
わ
れ
る
。
投
資
の
発
散
運
動
を
財
政
支
出
の
吉
大
き
な
抑
制
力
で
反
転
さ

せ
て
、
あ
る
一
定
の
循
環
運
動
を
繰
り
返
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ぴ
が
吉
大
き
く
な
れ
ば
・
図
・
の
よ
う
に
・
す
べ
て
一
一
昌
守

２
０
Ｈ
¢
を
描
く
。

そ
こ
で
、
ぴ
、
ガ
、
－
一
、
＆
一
、
、
な
ど
の
体
系
を
構
成
す
る
お
差
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
の
一
遅
い
が
二
巨
皇
二
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、
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むト”

、
“

“

一
誉
蓑
－
１
紬
繁
１
１
嵐
洪
隻
～
奇
海
篶

政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

．
８
　
　
　
景
．
伽

繁

合場の
０
５００＝９１

０
．

＝”５図

移
状
、
す
な
わ
ち
、
ｇ
，
６
、
ツ
、
、
、
兄
な
ど

の
振
幅
、
周
期
な
ど
に
及
ぽ
す
効
果
を
検
討
し
ょ
う
。

　
図
５
と
図
６
と
を
較
べ
る
と
、
ぴ
が
よ
り
大
き

い
程
、
－
旨
干
２
０
Ｈ
０
の
大
き
さ
は
よ
り
小
さ
く
な

り
、
ｇ
，
６
，
２
、
ツ
、
北
な
ど
の
振
幅
は
よ
り
縮

小
す
る
。
ぴ
が
大
き
い
程
、
投
資
の
発
散
性
に
・
対
す

る
財
政
の
抑
止
力
が
よ
り
大
き
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ｇ
，
６
、
ツ
た
ど
は
均
街
値
を
中
心
と
し
て
あ
る

一
定
幅
で
振
動
す
る
。
と
こ
ろ
が
雇
用
率
、
は
、
一

定
幅
に
落
付
く
と
い
っ
て
も
、
不
均
衡
発
生
時
の
初

期
条
件
に
依
存
し
て
、
振
動
の
中
心
点
は
様
々
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、

準
を
と
る
の
で
、
２
の
平
均
値
と
分
散
と
の
双
方

が
資
本
制
維
持
に
と
っ
て
の
許
容
幅
に
入
る
か
ど
う

か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
政
府
が
稼
動
率
を
一
定

幅
に
押
え
る
こ
と
を
政
策
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
の

結
果
で
あ
る
。
周
期
は
、
ぴ
が
大
き
い
方
が
ｇ
を

よ
り
早
く
逆
転
さ
せ
る
の
で
、
よ
り
短
縮
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
（
八
九
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

合場の５

０
・

＝
ｓ６０

０
・

＝ｚ５００

０
．

一
一９

５
，

２

０
・

＝ぴ６図

１
澱

　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
（
八
九
六
）

　
次
に
刀
の
大
小
の
効
果
を
み
よ
う
。
図
６
と
図

７
と
を
較
べ
れ
ば
、
ガ
が
よ
り
大
き
い
程
、
－
昌
守

２
０
Ｈ
Ｏ
の
形
状
は
よ
り
大
き
く
な
り
、
８
，
６
、
ツ
、

ガ
、
６
の
振
動
幅
も
拡
大
す
る
。
周
期
は
よ
り
短
絡

す
る
。
ガ
が
大
き
い
程
、
投
資
の
発
散
力
は
よ
り
大

き
く
な
る
か
ら
、
振
幅
は
拡
大
す
る
の
で
あ
る
。
又

ガ
が
大
き
い
程
、
よ
り
短
期
問
に
不
均
衡
が
強
ま

る
の
で
、
財
政
の
抑
制
力
も
よ
り
早
期
に
発
動
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
周
期
は
短
縮
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
Ｚ
（
Ｈ
穿
１
１
ぎ
）
の
効
果
を
み
る
。
他
の
バ

ラ
メ
ー
タ
ー
は
同
じ
で
　
Ｎ
”
９
名
　
の
場
合
の
図
６

と
Ｎ
ｌ
Ｉ
９
◎
べ
の
場
合
の
図
８
と
を
較
べ
る
と
、
Ｚ

が
大
き
い
程
、
－
邑
丁
２
０
げ
の
形
状
が
大
き
い
。

す
な
わ
ち
ｇ
，
６
、
ツ
、
２
の
振
幅
が
絶
対
値
に

お
い
て
も
、
又
均
衡
水
準
か
ら
の
乖
離
率
に
お
い
て

も
増
大
す
る
。
又
Ｚ
が
大
き
い
程
、
－
昌
岸
｛
オ
Ｈ
Ｏ

　
、
　
　
　
、

の
周
期
も
大
き
く
な
る
。
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。

　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
繊
．
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霧
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瀞

　
　
　
　
　
振
．
、
．

　
　
　
　
　
識

鳶
、
榊
　
　
　
蝋
。
“
　
　
姦
，
筍

翻鴻省翻燃
鮎。
　
合

鑓
－
場

鍬
　
の

鴻
’

　
　
０
１

鑓
　
　
Ｏ

徽
　
０
・

　
　
＝

　
．
．
９

鱗
灘鋤

磯
、

　
　
２

鵜
　
０
・

爽
　
　
＝

§
　
　
ぴ

覇
｝

釜　
　
７

お
甘

§
　
図

奪蔓蓼蓮§§蓄嚢

簿
榊
咄
：
繁

１
霧
苗
鶏
．
一

政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
ソ

三
側
、
紬
　
　
嚢
、
勲
．

嚢
、
閉

　
Ｚ
の
Ｆ
８
．
ご
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
¢

意
味
を
考
え
よ
う
。
＆

す
な
わ
ち

に
及
ぼ
す
効
果
の
経
済
的

の
均
衡
状
態
は
（
乍
閉
）
、

｛

筆
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
べ
）

享
１
１
竃
戸
－
内
＊
１
－
零
戸
Ｉ
Ｎ

で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
＆
と
ｚ
の
許
容
幅
は
冒
戸

よ
り
小
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
ｚ
、
＆
が
高

い
程
、
す
な
わ
ち
ハ
ロ
ッ
ド
の
自
然
成
長
率
が
高
い

程
、
総
需
要
に
占
め
る
投
資
の
比
重
は
大
、
財
政
支

出
の
比
重
は
小
、
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、

ぴ
、
乃
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
総
需
要
に
占
め
る

投
資
の
比
重
が
財
政
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
程
、
投

資
に
よ
る
均
衡
か
ら
の
発
散
力
の
作
用
が
財
政
の
抑

止
力
の
作
用
よ
り
も
強
ま
る
の
で
、
　
－
邑
↑
２
０
Ｈ
Ｏ

が
大
き
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
、
よ
り
大
き
な
軌

道
上
を
、
同
じ
ぴ
、
月
で
、
す
た
わ
ち
同
じ
投
資

の
発
散
力
、
財
政
の
抑
止
力
で
運
動
す
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
二
〇
一
（
八
九
七
）
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．
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．
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．
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．
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．
　
．
、

　
．
．
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郷
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．
綴
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灘
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搬
蹴
簑

鱗
繊
葦鰯

燃
　
．

萎
澱
　
１

．
秦
綴
．
燃
鱗
灘

｝
蛾
、
撤
、
．
　
纂
｝

繋

霧
、
　
　
竃
蜜

撚
銭一

雛

｝
，
｝

濁
．

徽
燃
搬

鰍
澱

搬
．
総
　
．

簸
－

鰯
　
・畿

鶴
．
一

鰯
・

鍵
一
・
一
・

　
議
、
繍
　
　
嚢
、
繁

徽
繕
蟻
蟻
燃
譲
灘

鑓鰯

揖
－

嚢婁§

＃
出

簑
灘
　
．鰯

郷
一

鰯
一

戴

Ｓ
　
１

蓬奮
餐

淡
薫

藪
！
里

轟
萎

｝
｝

轟
　
　
’婁蓬茎

克
鐵

畿怒
“
｝

奮

軸
“

轟

．
嚢
灘
　
．
１
灘
、
顯
　
－

綴
搬
灘
繁
．
議
蜘
・

合場の
０
５０

０
・

＝９

５
，

２

０
・

＝”

７
，

〇
一

〇
・

＝ｚ８図

　
　
　
　
　
　
二
〇
二
（
八
九
八
）

周
期
は
増
大
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
貯
蓄
率
３
の
－
邑
↑
２
０
Ｈ
Ｏ
の
形
状
に

及
ぽ
す
作
用
を
検
討
し
よ
う
。
均
衡
状
態
に
お
い
て

は
、
（
甲
べ
）
よ
り
、
他
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
値
を
同

一
と
し
て
８
だ
げ
が
大
き
な
値
を
と
れ
ば
、
そ
れ

に
応
じ
て
伽
が
よ
り
大
き
く
な
る
。
蓄
積
率
が
同

一
だ
か
ら
、
均
衡
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
剰

余
が
増
大
し
た
だ
げ
財
政
支
出
の
ｏ
オ
巾
シ
ェ
ア
ー

を
増
大
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
吻
１
１
◎
．
蜆
の

図
６
と
吻
１
１
◎
．
葛
の
図
９
と
を
比
較
す
れ
ぱ
、
　
３

が
大
き
い
程
、
　
－
昌
｝
１
２
０
Ｈ
¢
の
形
状
は
よ
り
小
さ

く
な
り
、
周
期
も
短
縮
す
る
。
こ
の
理
由
は
、
ｚ
の

大
小
が
－
昌
岸
１
２
０
Ｈ
Ｏ
の
彩
状
に
及
ぼ
す
効
果
と
同

じ
で
あ
り
、
均
衡
状
態
に
お
げ
る
○
オ
勺
に
占
め
る

投
資
需
要
と
財
政
需
要
と
の
比
重
の
差
異
に
も
と
づ

く
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
ら
の
均
衡
値
（
乍
切
）
に
お
い
て
、
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景
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政
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繁
鰯

嚢
徽
寮

奪養嚢

点
一

鵡

　
灘

　
総

　
灘

　
漣
　
．

　
畿

　
婁

　
§

　
総

　
繊
慧

　
套
穀

　
徽
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鯛

　
繊

　
滋

　
鱗

　
鱗

　
鞭
　
慾

　
志
“

　
§

　
§

　
燃

竃
、
浅

合場の
７
５

０
・

：
ｓ，５００

０
一

＝９

５
，

２

０
・

＝”９図

　
　
　
　
穿
１
ー
ぎ
±

の
場
合
を
検
討
し
て
お
く
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ッ
ド
の

い
う
自
然
成
長
率
Ｇ
伽
と
保
障
成
長
率
Ｇ
〃
と
が
乖

離
す
る
場
合
に
相
当
す
る
。
ユ
。
に
則
し
て
い
え
ぱ
、

政
府
が
財
政
支
出
増
加
率
を
保
証
成
長
率
Ｇ
〃
の
水

準
に
、
等
し
く
決
め
て
お
り
、
資
本
家
も
、
設
備
の
正

常
稼
動
率
～
が
達
成
さ
れ
て
い
る
時
に
意
図
し
た

蓄
積
率
が
Ｇ
”
に
等
し
い
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
Ｇ
”

が
自
然
成
長
率
Ｏ
ミ
ー
Ｉ
Ｎ
と
は
乖
離
し
て
い
る
場
合

で
あ
る
。

　
ら
に
お
い
て
は
、
資
本
家
は
無
論
の
こ
と
、
政

府
も
雇
用
率
の
状
態
を
全
く
考
慮
外
に
お
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ガ
の
水
準
に
対
し
て
ぴ
が
適
当
な
水
準

以
上
で
あ
れ
ぼ
＆
は
－
邑
丁
２
０
庁
と
な
り
、
９
，

６
、
ツ
は
一
定
範
囲
内
の
運
動
で
振
動
運
動
を
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
雇
用
率
９
は
ｋ
さ
祭
く
Ｎ
で
あ
る
図

１
０
で
は
Ｏ
に
収
束
し
、
ｋ
さ
撃
Ｖ
Ｎ
で
あ
る
図
ｕ
で

　
　
　
　
　
　
二
〇
三
（
八
九
九
）
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二
〇
四
（
九
〇
〇
）

は
◎
。
に
発
散
す
る
の
で
ら
は
持
続
性
を
も
た
な
い
。

　
以
上
の
結
果
を
ま
と
め
れ
ぱ
、
政
府
の
財
政
支
出

に
よ
る
景
気
の
安
定
化
政
策
に
よ
っ
て
、
資
本
家
の

投
資
態
度
に
よ
る
不
安
定
性
を
抑
制
し
て
、
１
経
済
の

運
動
を
資
本
制
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る
幅
の
中
に
，
誘

導
す
る
た
め
の
条
件
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
¢
長
期

的
た
雇
用
の
制
約
、
あ
る
い
は
失
業
率
の
累
増
と
い

う
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
政
府
は
財
政
支
出
増
加

率
の
基
準
を
自
然
成
長
率
Ｇ
加
、
こ
こ
で
は
労
働
供

給
増
加
率
ｚ
に
等
し
く
設
定
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
。

◎
経
済
が
均
衡
か
ら
乖
離
し
て
資
本
制
の
許
容
限
度

に
近
づ
い
て
き
た
時
に
、
政
府
は
資
本
家
に
ょ
る
投

資
の
稼
動
率
水
準
に
。
対
す
る
反
応
係
数
戸
の
水
準
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

対
応
さ
せ
て
、
財
政
支
出
の
稼
動
率
水
準
に
対
す
る

反
応
係
数
ぴ
を
あ
る
適
当
な
値
以
上
に
大
き
く
設
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
稼
動
率
の
許
容
幅
が
小

さ
い
程
、
ぴ
を
大
き
く
設
定
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
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繊
　
、

彦総搬き孫

，
淋
　
：

政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

蒙
驚

氏
廿

一
燃

鴻鋤側
概
・
魯

、
婁為肇消顯慧

　
洲
燃

　
顯
概

　
綱

　
鋤

　
帖
“

　
謁

　
触

　
婁

　
“
．
｝

　
婁、

　
餓

帯

　
謁

　
碗

　
＾
廿

　
寮

軸
薫
、
蟻

合場のＨ一玖＝＊ツ６０

０
．

＝Ｚｕ図

欝総
慧

　
　
　
　
六

　
以
上
の
各
節
で
は
、
政
府
の
財
政
支
出
行
動
の
運

営
目
標
を
、
資
本
家
の
投
資
基
準
と
し
て
の
稼
動
率

ら
、
い
い
か
え
れ
ば
財
市
場
の
市
況
状
態
と
考
え
て

き
た
。
本
節
で
は
、
こ
れ
に
対
し
て
政
府
が
財
政
支

出
を
行
う
さ
い
の
運
営
目
標
を
、
労
働
市
場
の
状
態

に
１
着
目
し
て
あ
る
目
標
雇
用
率
へ
と
す
る
場
合
を

検
討
す
る
。
政
府
の
安
定
化
政
策
の
第
一
義
的
目
標

が
、
資
本
家
の
稼
動
率
に
ー
お
け
る
不
均
衡
の
救
済
で

な
く
て
、
労
働
市
場
に
お
け
る
雇
用
率
６
に
お
け

る
不
均
街
の
改
善
と
な
る
事
態
と
は
、
資
本
家
主
導

の
政
府
で
あ
り
た
が
ら
、
労
働
市
場
の
不
均
衡
に
と

も
な
う
体
制
の
不
安
定
化
に
対
応
す
る
こ
と
を
優
先

さ
せ
ざ
る
を
得
た
い
事
態
、
あ
る
い
は
、
労
働
者
主

導
の
政
府
が
雇
用
の
改
善
を
政
策
目
標
と
し
て
揚
げ

て
い
る
が
、
資
本
家
の
投
資
行
動
に
対
す
る
規
制
力

　
　
　
　
　
　
二
〇
五
（
九
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六
（
九
〇
二
）

を
も
ち
え
て
い
な
い
段
階
で
、
財
政
支
出
政
策
に
よ
っ
て
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
態
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
・

　
そ
こ
で
、
政
府
が
次
期
の
財
政
支
出
増
加
率
ミ
十
・
を
、
今
期
の
財
政
支
出
増
加
率
篶
を
今
期
の
雇
用
率
印
と
目
標
雇
用
率

へ
と
の
差
に
比
例
さ
せ
て
修
正
し
て
決
定
す
る
、
と
考
え
れ
ぱ

　
　
　
　
チ
ー
ぎ
十
呉
、
・
１
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
Ｈ
）

　
　
　
　
～
川
＞
く
ま

　
　
　
　
Ｈ
§
、
～
ミ
ま
　
　
　
き
１
１
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
Ｎ
）

で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
体
系
を
整
理
す
れ
ぼ

と
な
る
。

だ
か
ら

　
「

　
　
勿
＆
１
１
灼
十
台

　
　
●

　
　
内
１
１
も
（
サ
ー
戸
）

、
斤
讐
）

北
を
消
去
し
て
、
６
、

↓
”
べ
（
｝
１
灼
）

　
１
１
６
＆
１
灼

　
Ｈ
（
零
～
１
灼
）
（
ｋ
－
内
）

・
６
，
６
で
整
理
す
れ
ぱ

～
１
１
ｂ
（
ア
む
十
Ｈ

　
　
吻
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
ｑ

ｇ
、

ツ
、

６
で
体
系
を
完
結
さ
せ
る
。

（
竃
～
１
灼
）
（
ｋ
Ｉ
内
）

（
ｏ
山
）

（
甲
仁
）

（
甲
Ｈ
）

（
甲
い
）
、

（
甲
岬
）

（
甲
ｏ
）



上
哲
と
ふ
冨
一
－
き
ぺ
一
ヰ
、
一

と
な
る
。
＆
の
均
衡
状
態
は

　
　
　
　
～
１
－
軸
誉
～
１
１
～
董
ｋ
共
１
１
内
＊
１
ー
ド
享
１
１
竃
戸
－
灼
￥

と
な
る
。
均
衡
値
か
ら
の
乖
差
を
大
文
字
で
記
せ
ば
、

甲
℃
・
昨

ｑ
Ｈ
ｂ
ｂ

ヌ
ー
い

（
竃
ｂ
ｌ
ｏ
＋
べ
半
）
（
ぺ
ー
ｏ
）

貝
串
迂
早
貝
｝
歩
一
♂
・
？
睾
こ
一
、
－
。
一
・
。
一

一
次
項
だ
げ
に
着
目
す
れ
ぼ
特
性
方
程
式
は

（
甲
べ
）

で
あ
る
。

具
＼
）
Ｈ

（
甲
ｏ
。
）

〒
ｂ

べ
米

　
り
ｑ

Ｉ
、

　
○

～
も

　
吻
ｑ

　
、

　
○

景
べ
＊

竃
戸

竃
戸

１
景

暑
米　

　
　
○

り
ｑ○

　
　
　
○

、
　
　
　
真

～
冬
共

　
　
　
　
、

竃
戸

↓
心
－
で
。
・
Ｌ
暑
米
、
糾
川
、
、
べ
恭
一
、
－
ミ
、
兆
べ
共

政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

二
〇
七
（
九
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八
（
九
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
１
ｌ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヱ
）

と
な
る
。
安
定
条
件
は
、
ポ
ソ
ト
リ
ャ
ー
ギ
ソ
、
「
常
微
分
方
程
式
」
、
■
轟
よ
り
充
さ
れ
ず
、
＆
の
均
衡
値
は
－
０
８
Ｈ
に
不
安

定
で
あ
る
。

　
＆
の
大
域
的
な
運
動
を
み
る
た
め
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
結
果
を
検
討
し
よ
う
。
ぞ
れ
に
よ
れ
ぼ
、
＆
は
ぴ
、
ガ
の
値
の

い
か
ん
を
間
わ
ず
、
色
。
げ
、
－
に
も
不
安
定
で
あ
り
、
ぴ
が
戸
に
比
し
て
大
き
げ
れ
ぱ
循
環
運
動
を
繰
り
返
え
し
な
が
ら
発
散
す

る
。

８２０
♂

閉
州搬

、縫湖

ｏ
，
｝

酬
籔

　
　
暮

　
　
３

，
刷
　
費
・
罵

ｏ
．
帥

繍
、
燃捌

０
　
　
１

３翰

●
ｍ
，
ｏ
．
１
　
　
ｌ
§
．
い

雲
，
嵐
－
　
蓄
，
戴

嚢
繍

濤
、
徽
－
　
婁

３
　
一珊榊３

誰
．

幽
預
　
．

約
口
ｉ２

帖
　
ｌ

０
３胴

０
３

醐
　
－

亀
３

簿
・
　
　
　
３
．
ｏ
　
　
隻
，
舳

暮０９３榊
雌

浴
〃樋淋鋤ヨ○靱－

、
，

９
，

１ｏ－３約鰯鯛

榊
日
，

然

合場の
２
５

０
１００＝９

，４００＝〃
１
２図

　
図
１
２
は
ぴ
カ
ガ
よ
り
相
当
大
き
い
場
合
で

あ
る
。
不
均
衡
初
期
に
お
い
て
、
蓄
積
率
ｇ
が

均
衡
水
準
◎
・
０
０
か
ら
上
方
へ
乖
離
す
れ
ぼ
、
稼

動
率
６
、
雇
用
率
６
も
上
昇
す
る
。
２
が
均

衡
値
か
ら
上
方
へ
乖
離
し
た
の
で
ツ
は
低
下
し
、

よ
っ
て
ド
川
ｏ
＼
宍
も
低
下
す
る
。
ぴ
が
ガ
に

比
し
て
大
き
い
の
で
、
ｇ
の
運
動
速
度
に
比
し

て
北
の
そ
れ
が
よ
り
大
き
く
、
６
は
北
に
追

随
し
て
低
下
し
て
ゆ
く
。

　
（
◎
１
心
）
、
よ
り
、
・
２
と
♂
の
運
動
は
内
Ｉ
Ｎ

だ
げ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
も
っ
。
従
っ
て
（
甲
ト
）
一



一
甲
一
一
よ
り
・
？
の
場
合
、
・
は
～
よ
り
低
下
し
こ
Ｖ
ｏ
差
つ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｖ
、
ら
た
め
二
く
◎
と

な
る
こ
と
が
あ
る
・
逆
に
内
く
Ｎ
の
場
合
、
６
が
～
よ
り
上
昇
し
て
～
Ｖ
◎
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
、
〈
、
・
の
た
め
｝
Ｖ
◎
と

な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ツ
と
９
と
が
行
動
基
準
を
異
に
し
て
お
り
、
両
者
の
行
動
基
準
は
関
連
が
あ
る
と
は
い
え
全
く
同

一
で
は
た
い
こ
と
に
起
因
し
て
生
じ
る
。

　
そ
こ
で
ｇ
の
上
昇
に
対
す
る
北
の
相
殺
的
な
低
下
に
よ
っ
て
６
が
低
下
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
的
Ｖ
Ｎ
の
た
め
、
は
Ｌ

ば
ら
く
上
昇
し
て
ゆ
く
。
６
が
～
を
下
廻
れ
ば
ｇ
も
下
落
し
始
め
る
の
で
、
６
の
低
落
と
あ
い
ま
っ
て
、
も
下
落
し
始
め

る
・
と
こ
ろ
が
財
政
支
出
政
策
（
甲
Ｈ
）
は
６
を
ヘ
ヘ
収
束
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
行
過
ぎ
（
。
く
、
、
。
。
｝
、
け
）
を
越
し
て
し
ま

う
・
行
過
ぎ
が
生
じ
る
理
由
は
、
２
が
へ
に
近
づ
げ
ぱ
ツ
も
そ
の
値
で
留
ま
る
が
、
そ
の
時
～
〈
戸
で
あ
る
か
ら
ｇ
は
低

下
し
て
ゆ
き
、
６
も
低
下
す
る
の
で
、
２
は
ヘ
ヘ
収
束
し
え
ず
に
行
き
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
均
衡
近
傍
で
不
安
定
と
な

る
理
由
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
６
が
へ
を
下
廻
る
と
北
が
反
転
し
て
増
加
し
始
め
、
ほ
ど
な
く
６
が
”
に
追
随
し
て
増
加

す
る
。
６
が
～
を
上
廻
れ
ば
ｇ
も
増
加
に
転
じ
、
や
が
て
６
も
上
昇
し
始
め
る
。
再
び
財
政
支
出
政
策
（
ｏ
，
Ｈ
）
は
、
を

ヘ
ヘ
収
束
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
行
過
ぎ
て
し
ま
う
。

　
こ
う
し
た
過
程
の
結
果
、
＆
は
循
環
運
動
を
引
き
お
こ
す
。
こ
の
中
で
、
ツ
の
変
動
が
６
の
変
動
を
通
じ
て
ｇ
の
よ
り
大

き
な
変
動
を
引
越
し
、
逆
に
ｇ
の
変
動
を
抑
止
す
る
た
め
に
ツ
が
よ
り
大
き
な
変
動
を
引
起
す
、
と
い
う
両
者
の
相
乗
作
用
に

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

よ
っ
て
、
中
期
的
な
循
環
運
動
は
長
期
的
に
は
発
散
し
て
し
ま
う

　
ぴ
が
大
き
く
な
れ
ば
、
循
環
の
振
幅
は
縮
小
す
る
が
振
動
数
は
増
大
し
、
よ
り
早
期
に
発
散
す
る
。
月
が
大
き
く
な
れ
ぱ
、
９

の
変
動
は
よ
り
激
し
く
な
っ
て
、
循
環
の
振
幅
は
拡
大
し
、
よ
り
早
期
に
発
散
す
る
。

　
　
　
　
政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
（
九
〇
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

＝

５
，

０

０
・

＝ぴ３１

合の
０
５０

０
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
（
九
〇
六
）

　
以
上
の
結
論
は
第
３
節
の
｛
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
｛
の
場
合
、
財
政

支
出
の
運
営
目
標
が
資
本
家
の
投
資
基
準
と
同
じ
～
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
て
本
節
の
（
甲
Ｈ
）
の
場
合
に
は
目
標
雇
用
率
へ
で
あ
り
、
６
と
２
と
は

（
甲
Ｎ
）
、
よ
り
関
連
性
を
も
ち
つ
つ
も
独
自
に
運
動
す
る
か
ら
、
　
、
で
Ｈ
◎
Ｓ
－

に
も
ｏ
ｑ
Ｈ
◎
訂
Ｈ
に
も
発
散
す
る
の
で
あ
れ
ぱ
、
＆
の
場
合
に
は
そ
れ
が
一
層

強
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ら
で
財
政
政
策
が
安
定
化
効
果
を
も
ち
え
な
い
理
由
は
、
財
政
支
出
が
そ
の
時
々
の
状
態
わ
か
に
依
存
し
て
決
定
さ
れ
る
か
ら

で
あ
っ
た
。
＆
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
財
政
の
運
営
目
標
が
資
本
家
の
投
資
行
動
の
場
合
の
稼
動
率
と
異
な
っ
て
雇
用
率
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
と
し
て
、
財
政
支
出
増
加
率
ツ
を
、
長
期
的
視
点
か
ら
決
め
ら

れ
た
あ
る
一
定
の
増
加
率
篶
を
基
準
と
し
て
、
時
々
の
雇
用
率
と
目
標
雇
用
率
と
の
差
に
応
じ
て
修
正
す
る
と
い
う
態
度
を
考
え

よ
う
。
こ
れ
を
定
式
化
す
れ
ば

　
　
　
　
ぎ
一
１
１
ぎ
十
呉
ぶ
１
～
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
Ｈ
◎
）

と
な
る
。

政
府
の
財
政
支
出
態
度
を

（
甲
Ｈ
◎
）
と
し
た
場
合
に
体
系
は



と
な
る
。

と
な
る
。

　
　
吻
＆
１
－
内
十
べ

　
　
内
Ｈ
ｂ
（
～
１
～
半
）

、
一
け
■
負
ぎ
よ
）

＆
の
均
衡
値
は

　
　
　
ｂ

ｂ
ｌ
Ｉ
　
　
ｂ
＋

　
　
　
り
ｑ

０
１
１
，
ｂ

＆
Ｈ

ｑ
吻

と
同
様
に
（
甲
ｏ
◎
）
で
あ
る
。

（
亀
ｂ
１
〇
十
享
）
（
、
ｌ
ｏ
）

均
衡
値
か
ら
の
乖
差
を
大
文
字
で
記
せ
ば

　
●

、
１
１
－
Ｈ
ｌ
負
向

甲
一
苫
一
ｒ
一
一
牟
｝
一
一
才
一
一
邑
－
。
丈
米
一
一
、
－
。
一
・
。
一
一

一
次
項
だ
け
に
着
目
す
れ
ぼ
特
性
方
程
式
は

具
、
）
１
１

　
　
ｂ

＼
１

　
　
吻
ｑ

　
ｌ
，

　
ｏ

　
　
～
も

べ
共
　
　
　
　
　
べ
井

　
吻
ｑ

　
　
、

　
　
◎

オ
ベ
共

吻
ｑ
～
＊
　
　
吻
ｑ
～
米

　
　
　
１
竃

　
　
　
　
◎

　
　
　
　
～
十
Ｈ

　
　
　
－
夢
享

１
。
半
　
邑
米

○◎
ミ

、

（
べ
ー
Ｈ
）

（
下
Ｎ
）

（
下
Ｏ
。
）

（
べ
ー
仁
）

↓
三
丁
サ
。
。
十
、
、
共
一
と
串
負
べ
、
共
一
螂
十
芋
真
鞭
、
米

政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

二
　
　
（
九
〇
七
）



で
あ
る
。

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
　
１
Ｉ
ｏ

軋
の
安
定
条
件
は
ポ
ソ
ト
リ
ャ
ー
ギ
ソ
前
掲
書
よ
り

Ｈ
Ｖ
も

　
　
り
ｑ

§
崇
（
べ
Ｉ
Ｈ
）
十
ミ
§
÷
Ｖ
◎

二
二
一

（
九
〇
八
）

　
　
（
下
蜆
）

（
下
ｏ
）

一
、
－
竺
、
、
廿
一
、
非
ミ
、
、
井
鞭
－
一
鞭
一
蝸
－
一
一
－
伽
一
岨
ミ
締
、
共
・
・

で
あ
る
。

（
べ
ふ
）
の
第
三
式
の
左
辺
は
整
理
し
て

§
…
一
、
－
伽
言
一
工
一
・
嚢
一
－
藁
－
一
一
－
伽
一
、
§
一
戸

と
な
る
。

　
　
　
　
、
（
◎
）
～
§
（
ぶ
１
琴
戸
）
〈
◎

　
　
　
　
下
－
。
－
顯
、
－
、
（
、
－
伽
）
維
半
く
◎

と
な
る
か
ら
（
べ
ふ
）
の
第
三
式
は
成
立
せ
ず
、
＆
は
均
衡
近
傍
で
不
安
定
で
あ
る
。
＆
が
均
衡
近
傍
で
不
安
定
と
な
る
理
由
は

＆
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
不
均
衡
状
態
に
お
い
て
財
政
支
出
ツ
の
抑
止
力
で
２
を
へ
に
近
づ
け
れ
ば
ツ

は
外
へ
接
近
す
る
が
、
そ
の
場
合
に
軸
十
戸
で
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
か
ピ
、
投
資
の
発
散
作
用
に
よ
っ
て
６
が
均
衡
か
ら

乖
離
し
て
ゆ
き
、
よ
っ
て
２
も
ヘ
ヘ
留
ま
り
え
ず
、
行
き
・
す
ぎ
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
＆
の
大
域
的
た
運
動
を
検
討
す
る
た
め
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
結
果
を
検
討
し
よ
う
。
ミ
ー
１
◎
・
冨
の
図
１
３
に
比
し
て
図
１
４
の



柑
柑鋒

　
一

，５３１０＝”
１
４図

合場の
０
５００＝９

方
が
ぴ
が
よ
り
大
き
い
に
、
も
か
か
わ
ら
ず
、
ツ
決
定
の
基
準
が
前
期
の
ツ

か
ら
あ
る
一
定
の
篶
に
代
っ
た
た
め
に
、
投
資
の
発
散
性
に
対
す
る
財
政
支

出
の
抑
止
力
は
小
さ
く
な
り
、
財
政
に
よ
る
逆
転
が
よ
り
大
き
な
不
均
衡
を
生

む
結
果
と
な
り
、
体
系
は
発
散
す
る
。
　
ぴ
に
よ
り
大
き
な
値
を
と
ら
せ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
系
は
す
べ
て
発
散
し
た
。
す
な
わ
ち
＆
は
大

●
｝

－

讐

５
２
蝸

浴

１
〃

－
軸

’

織
．

－
．
一

’

鋤
．
１

鈴
蟻

＾
む

．
　
－

「
｝
．

＾
，
‘
一
．
一

．
ｅ
・
．

■
’

暮

弓
’
１

榊
ｎ
、
煎

－
、
－

９
．
’

、
８
．
．

嚢
．
霧
．
　
．
裟
蜴
簑
哩
磐
畑
義
霧

雲
、
蕩

一
｝
１

榊
，
～
，
榊

薫
，

２

“

萎榊
２
１

湊
洲
醤
．
・

四
曇
Ｏ

，５３１０＝ぴ
１
５図

合場の
０
５０

０
・

＝９

　
　
　
　
ｋ
ｌ
Ｉ
ｋ
共
１
ｋ
＋
の
－
胴
箏
（
～
米
－
～
）
（
～
￥
１
～
）
心

で
あ
る
。
＆
に
お
い
て
、
（
べ
山
）
を
（
下
べ
）
と
取
替
え
た
体
系
を
ふ
と
す
れ
ぱ
、

衡
近
傍
で
不
安
定
で
あ
る
。

　
｝
の
大
域
的
な
運
動
を
み
る
た
め
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
結
果
を
検
討
し
よ
う
。

　
先
の
図
１
４
と
同
じ
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
値
を
と
ら
せ
た
図
１
５
の
場
合
に
は
、
図
１
４
の
場
合
に
比
し
て
、
均
衡
か
ら
一
定
限
度
以
上
乖

離
し
た
時
に
よ
り
強
力
な
財
政
支
出
の
抑
止
力
が
作
用
す
る
の
で
、
体
系
は
短
い
周
期
で
頻
繁
に
１
振
動
を
繰
り
返
え
し
て
、
長
期
的

に
ー
は
発
散
し
て
い
る
。
全
体
の
変
動
を
支
配
し
て
い
る
の
は
財
政
支
出
の
変
動
で
あ
り
、
蓄
積
率
の
変
動
は
極
め
て
小
さ
い
。

　
　
　
政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
（
九
〇
九
）

域
的
に
も
不
安
定
の
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
財
政
支
出
の
方
策
が
、
雇
用
率
９

が
目
標
雇
用
率
へ
か
ら
離
れ
て
あ
る
許
容
幅
に

近
づ
い
た
時
に
強
力
に
介
入
す
る
と
し
た
場
合
に

は
ど
う
か
。
こ
れ
を
定
式
化
す
れ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
べ
）

　
　
Ｖ
の
議
論
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
＆
は
均



立
命
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済
学
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五
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．
：
費
釜

鎌
駁

誓
議

籔
蟻
繊

脇
洲
・
．
’

身

潟
一

潮
、

，
ａ

２
醐
猟
　
　
－

紙
断畷

．
鋤

簿
萎
一
－

卿

３
ａ
お
．
舳
、

戴
．

．
餐
｝
＾
　
’
一
嚢
・

欄
婁
．
凄
刻
、
醤

事
’
’

乞
　
　
．
．

．
じ
．艘

奪
　
　
…
　
　
一

．
着

■

、
．
鱗
繋

饗
十繕蜘

．コ
　
合

　
．
場

蒙
　
　
の

泌
．
　
１

　
．
－
Ｏ

　
　
○

蟻
…
　
Ｏ

　
　
＝

　
　
９

・
＾
’

、
扮
蜜
．

蝋
日
　
、

む
。
主
．
０

　
　
４

豊
，
　
　
Ｏ

　
　
＝

　
　
泌

　
　
１
６

　
　
図

塗

蔓
．
１
．

１
擦
嚢
似
　
Ｗ
嚢
潔
・
．
・
、

…
警
議
．
蟹
義
、
藁
閑

寓
。

　
　
　
　
　
　
二
一
四
（
九
一
〇
）

　
図
１
６
は
ぴ
を
よ
り
大
き
く
、
ガ
を
よ
り
小
さ
く

さ
せ
た
場
合
で
あ
る
。
財
政
支
出
は
雇
用
率
を
目
標

範
囲
内
に
抑
え
込
む
た
め
に
短
期
的
な
振
動
を
繰
り

返
え
し
な
が
ら
、
中
期
的
に
は
蓄
積
率
の
循
環
的
変

動
を
相
殺
す
る
反
循
環
運
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

こ
の
過
程
の
中
で
、
蓄
積
率
の
振
幅
は
漸
次
拡
大
し

て
ゆ
き
、
そ
れ
を
相
殺
す
る
た
め
の
短
期
的
、
更
に

中
期
的
な
財
政
支
出
の
振
幅
も
共
に
拡
大
し
て
ゆ
く
。

そ
の
結
果
、
雇
用
率
の
振
幅
も
増
大
し
て
ゆ
き
、
体

系
は
発
散
す
る
。
　
ぴ
を
更
に
大
き
く
し
て
も
発
散

す
る
。
従
っ
て
＆
も
大
域
的
に
不
安
定
の
よ
う
で

あ
る
。

　
資
本
家
の
投
資
基
準
が
稼
動
率
れ
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
政
府
の
財
政
支
出
政
策
の
運
営
目
標
が
雇

用
率
へ
で
あ
る
場
合
に
は
、
政
府
の
介
入
の
仕
方

が
、
た
と
え
経
済
が
資
本
制
の
許
容
限
度
へ
接
近
し

て
き
た
時
に
よ
り
強
力
な
も
の
と
な
り
、
投
資
に
よ



る
発
散
性
を
短
期
的
・
中
期
的
に
抑
制
で
き
て
も
、
長
期
的
に
は
発
散
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

八
　
ま
　
と
　
め

　
以
上
、
政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
の
内
容
と
そ
の
効
果
に
っ
い
て
の
主
な
結
果
を
ま
と
め
て
お
く
。

　
０
Ｄ
　
政
府
が
財
政
支
出
増
加
率
ツ
を
、
前
期
の
ツ
を
基
準
に
し
て
目
標
稼
動
率
～
と
そ
の
現
実
値
と
の
乖
離
幅
に
応
じ
て

修
正
す
る
と
い
う
態
度
を
と
る
場
合
に
は
、
政
府
の
財
政
支
出
の
反
応
係
数
ぴ
が
資
本
家
の
蓄
積
率
の
反
応
係
数
戸
に
比
し
て

や
や
大
き
け
れ
ぱ
・
上
方
・
下
方
へ
の
蓄
積
率
に
，
よ
る
不
均
衡
の
累
積
を
逆
転
さ
せ
て
循
環
運
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し

か
し
こ
の
循
環
運
動
は
長
期
的
に
は
振
幅
を
増
大
さ
せ
て
ゆ
き
、
発
散
す
る
の
で
持
続
性
は
な
い
。

　
似
　
ｏ
ｏ
の
場
合
に
は
・
政
府
の
財
政
支
出
態
度
が
そ
の
時
々
の
状
態
だ
げ
に
依
存
し
て
決
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
政
府
が

長
期
的
な
見
通
し
に
基
づ
く
あ
る
一
定
値
以
を
基
準
と
す
る
場
合
に
は
、
月
が
あ
る
値
よ
り
小
さ
く
、
か
っ
ぴ
が
局
に
比
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

て
十
分
に
大
き
げ
れ
ぱ
・
均
衡
値
は
大
局
的
に
安
定
と
な
り
、
均
衡
値
に
１
収
束
す
る
。
　
ぴ
、
ガ
に
関
す
る
条
件
の
意
味
は
、
す
べ

－
小
不
跡
鉢
加
齢
…
か
か
か
政
府
の
財
政
支
出
に
よ
る
抑
止
力
が
十
分
に
強
力
で
あ
り
、
資
本
家
の
投
資
に
■
よ
る
発
散
力
が
弱
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
閉
　
政
府
の
財
政
支
出
に
ょ
る
介
入
度
が
、
均
衡
近
傍
で
は
極
弱
く
、
体
制
維
持
の
た
め
の
許
容
限
度
に
・
接
近
し
た
時
は
累
増
す

る
場
合
に
は
・
ぴ
が
刀
に
１
対
し
て
あ
る
程
度
大
き
け
れ
ぼ
均
衡
値
を
め
ぐ
る
規
則
的
な
循
環
運
動
（
Ｈ
ぎ
宇
。
一
。
一
。
）
と
た
る
。
蓄

積
率
・
稼
動
率
・
財
政
支
出
増
加
率
、
雇
用
率
な
ど
の
循
環
運
動
の
形
態
に
っ
い
て
、
ぴ
が
大
き
い
程
、
そ
れ
ら
の
振
幅
は
縮
少
し
、

周
期
は
短
縮
す
る
。
乃
が
大
き
い
程
、
そ
れ
ら
の
振
幅
は
増
大
し
、
周
期
は
短
縮
す
る
。
労
働
供
給
増
加
率
一
１
１
埴
蹄
罵
淋
畿
筆

　
　
　
政
府
の
景
気
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
（
九
一
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ハ
（
九
二
一
）

１
１
ぎ
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
大
き
い
程
、
そ
れ
ら
の
振
幅
が
絶
対
的
に
も
、
乖
離
率
に
お
い
て
も
増
大
し
、
周
期
も
増
大
す
る
。

「
貯
蓄
率
」
、
が
大
き
い
程
、
そ
れ
ら
の
振
幅
は
縮
小
し
、
周
期
も
短
縮
す
る
。
体
制
維
持
の
た
め
の
許
容
幅
が
縮
小
す
れ
ば
、
”

を
よ
り
大
き
く
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
茅
１
１
穿
十
Ｎ
で
あ
れ
ば
、
蓄
積
率
、
稼
動
率
、
財
政
支
出
増
加
率
な
ど
は
均
衡
値
を
め
ぐ

る
規
則
的
な
循
環
運
動
と
た
る
が
、
雇
用
率
は
Ｏ
又
は
１
以
上
と
な
り
、
雇
用
面
か
ら
持
続
不
可
能
と
な
る
・

　
↑
ｏ
　
政
府
の
財
政
支
出
に
よ
る
運
営
目
標
が
、
稼
動
率
で
な
く
雇
用
率
へ
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
財
政
支
出
の
仕
方
を
○
じ
～
倒

の
い
ず
れ
の
方
式
に
し
て
も
、
ぴ
が
ガ
に
比
し
て
そ
れ
書
に
大
き
げ
れ
ば
、
投
資
の
発
散
力
を
逆
転
さ
せ
て
中
期
的
な
循
環
運

動
と
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
げ
れ
ど
も
、
長
期
的
に
は
循
環
の
振
幅
が
増
大
し
て
発
散
し
持
続
性
を
も
た
な
い
・

　
以
上
よ
り
、
政
府
が
財
政
政
策
に
よ
っ
て
資
本
制
経
済
に
－
お
げ
る
稼
動
率
（
北
利
潤
率
）
、
雇
用
率
な
ど
の
運
動
を
あ
る
許
容
限
度

内
に
抑
え
込
む
た
め
に
は
、
財
政
支
出
増
加
率
を
、
器
禁
焦
容
労
撰
給
増
加
率
一
あ
る
い
は
自
然
成
長
弐
一
姦
準
と

し
っ
っ
、
現
実
の
稼
動
率
が
目
標
稼
動
率
か
ら
あ
る
程
度
以
上
に
乖
離
す
れ
ば
強
力
に
（
〃
が
許
容
幅
に
応
じ
て
９
に
比
し
て
大
と
な

り
、
か
っ
乖
離
幅
の
ベ
キ
乗
で
一
増
減
さ
せ
る
、
と
い
呈
う
に
決
定
す
れ
ぱ
よ
い
こ
と
が
分
か
一
た
。
政
府
の
政
策
目
標
が
雇
用
率

を
あ
る
限
度
内
に
抑
え
込
む
と
い
う
場
合
で
も
、
雇
用
率
自
体
を
運
営
目
標
と
し
た
の
で
は
長
期
的
に
政
策
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
附
、
計
算
ブ
ロ
グ
ラ
ム
と
結
果
の
一
例
。

。
節
、
図
。
の
場
合
を
取
上
げ
る
。
計
算
結
果
は
・
か
ら
ｍ
ま
で
に
短
縮
さ
せ
た
。
な
お
、
こ
の
計
算
に
は
京
都
大
学
大
型
計
算

機
セ
ソ
タ
ー
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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